
ている部分を       という。だ液など、食物を吸収される形にまで分解する液を       といい  

と 

 

 

②デンプンに水を加えたもの 

沸騰石 

ヨウ素液を加えると 色になる。 

ヨウ素液を加えると 

デンプン タンパク質 脂肪 

消化管 

だ液 

消化液 

 

消化酵素 

胃液 

 

  肝臓 

すい液 

胆のう 

小腸の壁の

消化酵素 

 

 

 

 

 

℃くらいの湯 

デンプン＋だ液 デンプン＋水 

試験管ばさみ 

アミラーゼ 

ペプシン 

胆汁 

消化器官 

変化なし 

ベネジクト液 

青紫 

 

◎食物の消化 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

※ 胆汁は     でつくられ、        に蓄えられる。 

                                                                                   

◎消化について 

 小腸など、養分を体に取り入れるはたらきをしている部分を       といい、食べ物の通り道になっ 

 

 

この中にある、養分を分解する物質を        という。 

 

◎だ液のはたらきを調べる実験 

 ①デンプンにだ液を加えたもの 

   

 

を加えて加熱すると 

 

 

 

  

 

を加えて加熱すると 

    

  

ブドウ糖 アミノ酸 脂肪酸 モノグリセリド 

ベネジクト液 変化なし 

 
 

ができる。   

(２年 生物) 

養分の消化 

11 

トリプシン 
リパーゼ 

赤褐色の沈殿 36 


